
最大3A 12V~24V降圧型スイッチング電源モジュール 　
MPM04（サンケン電気)使用

★ 出力電圧範囲：１２Ｖ～２４Ｖ

★ 入力電圧範囲：１６Ｖ～４０Ｖ（出力電圧より+4V以上必要）

★ スイッチング周波数：２５０ｋＨｚ

★ 効率：９１％　（入力３３Ｖ、出力１２Ｖ、電流３Ａ）

★ 過電流保護開始電流：３.２Ａ(min)

★ 低電圧保護電圧：    ７.３Ｖ(typ)

★ 加熱保護開始温度：  １５０℃(typ)

■仕様■

★ ＭＰＭ０４(サンケン電気)を用いた降圧型スイッチング

　電源キットです。

★ インダクタ、ダイオードを内蔵したコンパクト設計です。

★ 部品点数が少なく、製作しやすいキットです。

★ 放熱片が取付可能で、高温、高負荷条件での動作範囲が

　広がります。

★ 多回転型ボリュームで出力電圧を高精度に調整出来ます。

★ 過電流保護､低電圧保護、過熱保護などの保護機能を

　内蔵しています｡ 

■特徴■

■回路図■

■部品表■

★ 初期状態で、多回転ボリュームは中間位置にあります。 
   この状態で出力電圧は１６Ｖ前後になります。

　 最初に電源を入れる際には、出力端子を接続せずに

　 電源を入れ、出力電圧を確認、調整してから使用して

   下さい。

★ 多回転ボリュームは、右(時計方向)に回すと電圧が

 上昇し、左(反時計方向)に 回すと電圧が低下します。

★ 多回転ボリュームは、２５回で最小電圧から最大電圧

　 まで変化します。最小電圧位置及び最大電圧位置から

　 さらに回すとクリック音がします。これ以上は無理に

　 回さないで下さい。

★ 出力電圧とＶＲ１の回転数は下図の様になります。

■操作上の注意点■

記号 品名 備考

U1 MPM04 SanKen (I -08170)

C1 1000uF,50V ※1 50ZLH1000M16X25

C2,C3 1000uF,35V ※1 35ZLH1000M12.5X20 (P-02722)

R1 100Ω,1/6W  (茶黒茶金) （R-16101）

VR1 100Ω,多回転VR (P-00971)

ZD1 未実装 取り付けません（付属していません）　

　 ヒートシンク (P-05050)

　 M3 プラネジ(12mm) (P-03583)

CN1,CN2 端子台 ※2 P-01306 or P-02333

基板 30mm x 30mm AE-MPM0
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表面実装部品はすべて実装済みです。*1 発売時期により外形,耐圧,容量が互換
品と変わる場合があります。*2 発売時期により端子台の色（青又は緑）が変わ
る場合があります。

VR1を半時計方向に
回しきった状態VR1を時計方向に

回しきった状態

VR1の中間位置

MPM04 RFB定数 VS Vo設定
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 電源出力
（１２Ｖ～２４Ｖ）

 電源入力
（１６Ｖ～４０Ｖ）



■使用上の注意■

■部品実装■

★　抵抗Ｒ１を実装して下さい。
　　 Ｒ１: 抵抗値１００Ω　カラーコード[茶黒茶金］

　　　抵抗のリード（足）を基板の取り付け箇所（R1）の穴間隔に合わせて

　　　折り曲げ、取り付け箇所に挿入し、半田付けします。

　　　(極性はありません。）

カラーコード（４本）

足を折り曲げる足を折り曲げる

挿入します

★　電解コンデンサＣ１,Ｃ２,Ｃ３を実装して下さい。
　　 Ｃ１: １０００ｕＦ/５０Ｖ　（大きい電解コンデンサ）

　　 Ｃ２,Ｃ３: １０００ｕＦ/３５Ｖ　（小さい電解コンデンサ）

　　　極性に注意して、取り付け箇所に挿入し、半田付けします。

★　端子台ＣＮ１,ＣＮ２を実装して下さい。
　　　極取り付ける方向は、電線を挿入する側（穴の開いた側）が

　　　基板の外側に向くようにし、半田付けします。

基板の外側に向ける。

★　多回転ＶＲ、ＶＲ１を実装して下さい。
　　　取り付ける方向は、電線を挿入する側（穴の開いた側）が

　　　基板の外側に向くようにし、半田付けします。

マイナス極を示す

白い帯があります。

足の長いほうが

プラス極です。
基板にも

マイナス極を示す

白い帯があります。

★　ＭＰＭ０４、Ｕ１を実装して下さい。

★　各部品の半田付けを確認し、不要なリードを
　　カットしてください。
　　　リードは基板ギリギリまで切らず、基板から１mm～２mm

  残してカットして下さい。

★ 使用する温度環境で最大出力電流が変化します。特に高温条件では最大出力電流が著しく減少します。

   また加熱保護が動作する条件ではＭＰＭ０４がかなり高温になるので注意して下さい。

★ 出力側負荷に高容量電解コンデンサやモータなどの誘導性負荷を使用する場合、電源投入時に渦電流保護

   が働き、正常に起動しない事があります。その際には該当負荷を切り離して下さい。

★ 入力電源を切る際に、入力電圧＜出力電圧 にならない様に注意して下さい。

  (出力電流が小さい場合に注意して下さい。）

BOURNSBOURNS
３２９６３２９６

TAIWANTAIWAN

右側（矢印方向）に回転すると

出力電圧が上昇します。

左（矢印と逆方向）に回転すると

出力電圧が降下します。

基板の外側。

★　ＺＤ１は実装しません。

Ｃ１,Ｃ２,Ｃ３は、マイナス極の方向が
違う方向を向いています。

極性に注意して下さい。

★　ＭＰＭ０４にＭ３ネジでヒートシンクを固定して下さい。
　　　付属のＭ３プラネジを用いて固定します。ヒートシンクは後でも取り付け  
　　  られますが、先に取り付ける方が簡単です。

根元までしっかりと挿入し、まず一箇所
だけ半田付けします。

その後、基板に真っ直ぐにした後、残り
の足を半田付けします。

Ｍ３ネジ

隙間が出来ない様に密着して下さい。



★ 右図にＭＰＭ０４の熱低減曲線を示します。 
  (周辺気温２５度では、入力２４Ｖ,出力１２Ｖ時に

　　出力電流は３Ａまで出力出来ます。）

  (周辺気温８５度では、入力２４Ｖ,出力１２Ｖ時に

　　出力電流は１Ａまで減少します。）

★ この限界出力時にはＭＰＭ０４の表面温度が１００度

　　以上になります。火傷に注意して下さい。

★ 温度上昇による定常的な出力電流制限です。

　　瞬間的な出力電流の増加であれば（温度が上昇しない

　　範囲）、定格出力電流の３Ａまで使用できます。

　　（ＭＰＭ０４が加熱しすぎなければ大丈夫です。）

■発熱、加熱保護について■

★ 本キットのＭＰＭ０４は、インダクタ、ダイオードを内蔵した高効率な降圧型ＤＣＤＣコン
   バータですが、実際に使用条件においてＭＰＭ０４が温度上昇し、加熱保護によるシャット
   ダウンが動作する事があります。

★ 最大出力電力は最大接合部温度（ジャンクション温度:MPM04=125℃）Ｔjによって決まります。

　　・ヒートシンクを用いない場合、
　　　　　　Ｔｊ=ＰLoss × Θj-a＋Ｔa　 （ ＰLoss:内部損失、Ｔa：外気温）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （ Θj-a:ジャンクション－外気間の熱抵抗 ℃/W :MPM04≒33℃/W )

　　 [例：Ｔa=25度でヒートシンクなしの場合]

  125℃(Tj) = ＰLoss×33℃/W(Θj-a) + 25℃(Ta) 

  ＰLoss = 3(W)  （内部損失3W以下で使用可能)

　　・ヒートシンクを用いる場合、
　　　　　　Ｔｊ=ＰLoss × Θj-H＋Ｔa （ ＰLoss:内部損失　Θj-H：熱抵抗 ℃/W）

　　  熱抵抗Θj-Hは、

　　　　　　Θj-H　= Θj-C＋ΘH　　　 （Θj-C:ジャンクション－ケース間の熱抵抗 ℃/W: MPM04=7.7℃/W ）

（ΘH：ヒートシンクの熱抵抗 ℃/W )

　　 [例：Ｔa=25度でヒートシンク(P-05050:ΘH=11.9℃/W)を用いた場合]

  125℃(Tj) = ＰLoss×(7.7℃/W + 11.9℃/W) + 25℃(Ta)

  ＰLoss = 5(W)  （内部損失5W以下で使用可能)

 ※内部損失ＰLossは、
　　　　　 ＰLoss　= (ＩIN×ＶIN)－(Ｉo×Ｖo)　　(ＩIN：入力電流,ＶIN：入力電圧)

   (Ｉo：出力電流,Ｖo：出力電圧)

　　  で決まります。最大内部損失が大きくなっても（最大出力電力が大きくなっても）

　　　ヒートシンクを用いる事で温度上昇が低減し、最大接合部温度条件を満足出来ます。

★付属ヒートシンク(P-05050:ΘH=11.9℃/W)でも熱くなる場合は、さらに大きなヒートシンクを取り付けて下さい。

■放熱について■

■ヒートシンクを取り付ける場合■

Ｍ３ネジ(10mm以上)

金属orプラネジ

プラスチックパッケージなので、

絶縁シート無しでも大丈夫です。

隙間が出来ない様に密着して下さい。

使用条件でヒートシンクを
選択して下さい。

全部品を実装後でも、ヒートシンクを取り付け出来ます。

部品 通販番号 備考

M3ネジ P-03583 100本入り

M3ネジ P-02743 ナットセット　２０セット

ヒートシンク P-05053 ΘH = 20.0 ℃/W (小）

ヒートシンク P-05054 ΘH = 15.8 ℃/W (中）

ヒートシンク P-05050 (付属品) ΘH = 11.9 ℃/W (大）

放熱用部品（例）

上記リスト以外の部品を使用しても問題ありません。

（部品の干渉に注意して下さい。）

ネジ、ヒートシンクはいずれか適時選択して使用して下さい。

温度ディレーティング曲線

Ta（℃）

I
o
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MPM04 Vo=12V Vin=24V

MPM04 Vo=18V Vin=24V

MPM04 Vo=24V Vin=36V



MPM04 12V~24V 3A 非絶縁降圧型DC/DCコンバータモジュール 
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